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 今回と次回のニュースレターでは政府の令和 4 年度予算から特に地下利用に関連がありそうな施

策や事業をピックアップしました。今回はまず国土交通省都市局の各関係予算をご紹介します。詳し

くは記載のウェブサイトで該当のページをご参照ください。 

 

都市構造再編集中支援事業 補 助 700.0 億円（1.00 倍） 

まちなかウォーカブル推進事業 補 助 3.5 億円（1.75 倍） 

都市再生整備計画事業 まちなかウォーカブル推進事業 社総交 5,817 億円の内数 

 ポストコロナ、デジタル社会の進展等に対応し、人々のライフスタイルに応じた多様な働き方・暮

らし方を実現するため、身近なエリア（＝ネイバーフッド）において、官民の関係者の役割分担の下、

地域の資源として存在する官民の既存ストックを最大限に利活用し、エリアの価値の向上を進める

取組を新たに支援する。 

地下利用関連の令和 4 年度国土交通省予算概要① 
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まちなかウォーカブル推進事業 補 助 3.5 億円（1.75 倍） 

社総交 5,817 億円の内数   

官民連携まちなか再生推進事業 補 助 3.4 億円（0.67 倍） 

※令和３年度補正予算 まちなかウォーカブル推進事業 補 助 0.2 億円 社総交 547 億円の内数 

官民連携まちなか再生推進事業 補 助 2.4 億円             

  ゆとりとにぎわいある「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくりを更に進めるため、グリー

ン化、デジタル技術・データの活用といった重点的に取り組むべきまちづくりの課題に対応するまち

なかウォーカブルの取組に対する支援を強化する。 

 

 

都市・地域交通戦略推進事業 補 助 9.0 億円（1.00 倍） 

社総交 5,817 億円の内数 
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 まちの中心となる駅・駅前広場と周辺街区（駅まち空間）において、地方公共団体、民間開発事

業者、鉄道事業者の連携による、利便性・快適性・安全性・地域性の高いゆとりのある一体的な空

間への再構築を行うための整備等に対する支援を実施する。 

 

まちづくりファンド支援事業 補 助 1.0 億円（0.22 倍） 

都市再生区画整理事業 社総交 5,817 億円の内数  

※令和３年度補正予算 都市再生区画整理事業 社総交 547 億円の内数 

新型コロナ危機がもたらした「働き方」、「暮らし方」に対する意識・価値観の変化・多様化を踏ま

え、市民目線での地域の課題解決や価値創造を図るまちづくりを推進する。市町村単位ではなく一定

のエリアを対象として、まちづくりを担う各者が連携して能動的に行う都市空間の価値を維持・創造

する活動や、まちづくりへの多様な関係者の積極的な参画を促す都市空間のマネジメント活動を支

援する。 

（図表 省略） 
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 スマートシティ実装化支援事業 補 助 2.7 億円（皆 増） 

スマートシティ実装化支援調査 調 査 0.2 億円（皆 増） 

※令和３年度補正予算 スマートシティ実装化支援事業 補 助 1.4 億円 

 スマートシティの実装化を加速するため、スマートシティモデルプロジェクトに対する重点的な

支援を行う。さらに、先駆的なサービス・技術や、推進体制、資金持続性等に関するノウハウを調査

するとともに、自治体へのノウハウ支援、官民のマッチング支援等を行う。 

 

 

 都市空間情報デジタル基盤構築支援事業 補 助 7.0 億円（皆 増） 

都市空間情報デジタル基盤構築調査 調 査 5.0 億円（皆 増） 

※令和３年度補正予算 都市空間情報デジタル基盤構築調査 調 査 20.0 億円 

3D 都市モデルの整備・活用・オープンデータ化のエコシステムを構築し、スマートシティの社

会実装をはじめとするまちづくりの DX を推進する。そのため、Project PLATEAU（プラトー）

の今後の展開として、効率的なデータ整備手法の確立、データ仕様の拡張、社会的要請の高いテー

マや先進技術を取り込んだユースケースの開発等に取り組むとともに、地方公共団体による３D 都

市モデルの整備を支援する。 
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第 18 回都市地下空間国際会議（ACUUS2023）が 2023 年 11 月 1 日から 3 日にかけてシン

ガポールで開催されます。詳細は今後発表されるようですが、多くの会員皆様が参加を検討されるよ

う心よりお願い申し上げます。 

 

 

（次号につづく） 

第 18 回都市地下空間国際会議（ACUUS2023） 

予 定（見通し） 

■2022 年 10 月～2023 年 3 月 

・アブストラクト提出の開始 

・アブストラクト提出の締切 

■2023 年 3 月～8 月 

・プログラムの完成 

・登録の締切 

■2023 年 10 月〜11 月 

・プログラムマッピング 
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